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・情報を発信するサイトの構築と配信 
 
 

事業成果の活⽤及び普及取組内容、成果
及び今後の展開等を取りまとめた成果を公
表するサイトとして開設し、事業で得られ
た成果の活⽤及び普及促進に役⽴ててい
く。 

 
 
ごちそうさまの精神を育む⾷育事業 HP 
URL: http://www.landbrains.co.jp/shoku/ 
 
 
 また訴求対象者が農業漁業体験の様⼦を
動画にまとめ配信。 
『⾷⼈（しょくんちゅ）物語』 
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『⾷⼈（しょくんちゅ）物語』 
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まとめ 
 
 今年度の事業は、平成２５年度のバリューチェーン事業から得た体験を活かしてプロ
グラムしました。⾷育が必要な世代を若者に設定し、若者にフォーカスしたプログラム
としています。 
 世代には世代の⾔語があり、若者に訴求するためには、若者が⾃らの⾔葉で⾏うこと
が最も効率的であると考えたからです。バリューチェーン事業においては、ローフード
や⽣産者などの⾼度な専⾨知識をもった専⾨家が、⼀般市⺠に対して訴求を⾏いました
が、若者への訴求が少数であったことなどが課題となりました。 
 今回のプログラムは、29 才以下が 56％と⾮常に⾼くなり、その点で課題を解決でき
たと考えています。また、専⾨家が訴求する場合において、専⾨性や知識量については
劣りますが、⼤学⽣の真摯な語りが効果的であったと思われます。 
 また、訴求者となった⼤学⽣たちが、今後社会に出たときに、様々な職場や家庭でも
⾃らの⾔葉で⾷育活動を普及させることができると考えています。 
 
■本事業の⽬標数値に対するアンケート結果による事業効果を以下にまとめます。 
〇⾷に係る⼈に対する感謝の気持ちの増加８０％ 
・⾷育に関⼼を持っている者の割合の増加８０％ ➡結果 96.6％ 
・和⾷・地域の⾷⽂化に関する理解が深まった者の割合８０％ ➡結果 91.6％ 
〇⾷に対する正しい知識の増加８０％ 
・⾷や農業⽔産業への理解が深まった者の割合８０％ ➡結果 91.1％ 
・栄養バランスに配慮した⾷⽣活を送っている者の割合の増加８０％ ➡結果 96.5％ 
・⾷に関する知識が向上した者の割合８０％ ➡結果 91.9％ 
・⾷品の安全性に関する基礎的知識を持っている⼈の割合の増加８０％ ➡結果 90.8％ 
・料理に国産や地場産物を使⽤する者の割合の増加８０％ ➡結果 95.1％ 
○アンケート調査の総回答数 ５００サンプル  ➡結果733サンプル 
 

また、⽇々更新しているデジタルレシピのウェブサイトやフェイスブックなどを使った
インターネット配信によるデジタルレシピで、平成 25 年度から継続した情報発信や、⾃
主事業を通しての啓発活動などで、恒常的に健康的な⾷⽣活の維持を実践してまいります。 

今後も継続して、この⾷育の活動を⾏っていき、メタボリックな沖縄県⺠の健康意識改
善につなげていきたいと考えています。 

 

 


